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h相関を持う系であるが,この相に対 しては,励起子 (電子一正孔対) に
BoseOperatorを導入 して dynamical相互作用す pauli効果を非 調和
項(摂動) として繰 b込み,各帝の性質や,電場や光に対する応答を計算 して
レゝる｡
金属 ･非金属転移が,半導体の中にモデルとして実現されるので,転移のプ
ロセスを理論,実験両面か ら研究するのは,楽 しみである｡ (以上 花村 )
現在は,配向融解と格子の融解 とい う額点か ら液晶の理論を展開 しています ｡
溶解の理論 にも興味をもっておDます｡ただ物性研のよう疫部門の問の壁 が厚
い所では,私のようをものは少々異分子 とを らざるを得を く濠b'ます ｡ また,
物性研の標梼 している｢高度の研究｣に私の研究は当ではまら夜tnので時 々自
己反省するときがあbます｡ (以上 小林 )
理 論 贋
理論 丑部門は教授中嶋貞雄氏,助教授鈴木増雄氏,助手黒田義浩氏 ･栗原康
成氏,技官末包礼子氏,院生鈴村贋三氏の 8人から構成 されています ｡ 現在鈴
木増雄氏は海外出張中です ｡ 我々の研究室のメンバ-紘,中嶋貞雄氏を始め と
して,それだれ興味が広いのゼ色々を問題が研究室の話題として登場 しますが
現在の研究垂のテーマは IJiq.uid_He4の pair- theory-とその拡張にあbま
す ｡ 即ち He4左tom の間の effectiveを相互作用を引力 として Liquid_諾ed
の状態の記述の出発点 として超伝導状態 と同様を pair｢ ondlenSation (そ
れが存在するものをら) を議論するわけです｡多分近 々ある春慶の結論が出せ
ると思います｡ また最近は Liquid.及 び Solid_He'の中の ei~ectron
but)ble及び excited_He a.tom の問題にも関心を示 しています｡特に
solia He中の electron lつubbleの mOt)ility の問題が面白い間嵩を含







た ｡ 過去 2年間だけをふ b返ってみても,S-a_関係では′J＼川氏 (京大)超伝
導関係では都築氏 (九大),木村氏 (金訳大) ,佐藤氏 (東北大),itene-
rantmagnetism関係では大畠氏 (東大) ,'宋崎氏 (九大)メ,高橋氏 (`名大)
中央氏 (北大) electron-phonon関係では長井氏 (九大) He関係では碓
井氏 (名大) ,恒藤氏 (京大)等が半年か ら一週間程度滞在 して我々の研究室
の議論に加わっていただきました｡
豊沢研究室
構成 メンバーは,選択塵 ,(教授),張紀久夫 (助手),大川薦子 (技官),
住斉 (D2) ,菅野洋輔 '(Dl)の5人で,皆V?ろいろ夜ことに興味を.もって
いますが,現時点では,皆の位相がかをbよく斬ってきて,電子格∵子相互作･用
の理論的研究を,各々が違った角度か ら進めています｡'｢働 起子スペク トルに
おけるフォノン構造,Urbach-Martienssen則 ｣,｢脚 起子の自縄自縛 と
光学スペク トル ｣, ｢低次元系での電子格子相互作用 ｣,r不純物の光吸収に
おけるフォノンサイ ドバァ ドとそこに現われる,Van Hove特異性の変態 ｣,
｢不純物の光吸収における Ja叫 +Tel･11'eナ効果と外場下での二色性スペク ト
ル｣等,光学スペク トルに関係 したものが多いのですが,-これは農富を実験デ






し合 うように努めています｡ (張 )
菅野研究室
界面物性 とい う風変 bを部門に属 し,しか も部屋には分子理論 と,Vb,う標札が
かけ られているが,中味は名前 とは関係を く絶縁体結晶 (主に磁性体)の分光
学をテーマとしている｡ 部門名は研究所創立当時の遺物にす ぎず,I.'現在の物性
研では研究室が basic ve)ctor となれ ご時の流れに応 じて色 '々夜 subspace
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